
第２次日向市総合計画・後期基本計画 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

■改善点 

課題等 
●障がい者も活躍できる労

働環境の整備 
●女性や障がい者、若者が

働きたくなる企業誘致 
●女性の負担を軽減するた

めの制度や環境の整備 
●退職後も高齢者が働ける

環境の整備 
●地元企業の成長促進 

●若者が交流できる機会づ
くり（祭りへの参画や青
年団活動での交流等） 

●若者が魅力を感じる進学
先を創出 

●施設の利用促進（誰でも
使えるよう、ポスター等
による啓発等） 

●公共施設の在り方の検討 

●情報発信の強化 
●地元の人が魅力を知る 
●他地域との差別化（日向
市独自のもの）をつくる 

●誘客コンテンツを提供す
る企業・組織づくり 

●移住者の受け入れ体制の
強化（働く場所や子育て
支援、地域との関係など） 

●環境教育やＳＤＧｓ活動
の普及 

●農地の譲渡の簡素化 
●農作業の法人化や共同作
業化の推進 

●自然での遊び方や場所等
を学ぶ機会の創出 

●教育や地区の活動での市
の自然環境の活用 

●防災教育・防災訓練等へ
の参加者増 

●地区内の交流の活性化 
●災害時の高齢者や災害弱
者の円滑な避難確保 

●時代に合う消防団の役割
の検討と機能強化 

●ハード整備や技術革新を

活用した防災力向上 

●地域の交流機会の増加 
●時代に合う自治会（地域）
運営の在り方の検討 

●伝統芸能について学ぶ機
会の創出 

●住人と各種地域団体との
連携強化 

●自治会活動の内容の見直
しやメリットの発信 

■“ひゅうがの未来”づくり市民ワークショップ 参加者アンケートのまとめ 

■テーマ 

  理想の姿 

 

■現実との 

ギャップ 

■行動の提案 

（アクション） 

高齢者や若者、障がいのあ

る人など全ての人が、やり

がいを持ちながら、生き生

きと働いているまち 

【就業・雇用】 

若者同士の交流が盛んで、

魅力ある場所や交流拠点が

あり、人と人との交流が生

まれ、活気ある元気なまち 

【交流】 

美しい自然や食、スポーツ

などに魅力を感じる観光客

が増え、地元の人と仲良く

なって、移住する人が増え

ているまち。 【観光振興】 

市民の環境保全活動によっ

て、海や山、川など、美し

く豊かな自然が引き継が

れ、自然の中で健康に暮ら

せるまち  【環境保全】 

市民の防災意識が高まり、

災害時でも互いに助け合

い、安全で安心して暮らせ

るまち 

【防災】 

地区の祭りや清掃活動など

に住民が参加し、住民同士

の繋がりが保たれ、互いに

助け合いながら暮らせるま

ち     【地域自治】 

〇大学卒業後スキルを活か

せる職場が少ない 

〇年齢に関係なく働ける環

境が整っていない 

〇若者の県外就職が増加 

〇女性や障がい者が自立で

きる職場が少ない 

 

〇自治会活動が衰退 

〇中学や高校、大学と市外

に進学する人が増加 

〇若者同士が交流する機会

が減少（ＳＮＳ等の普及

など） 

〇公共施設が老朽化 

 

 

〇観光客等による消費が増

えていない 

〇日向市の魅力が十分に伝

わっていない 

〇魅力を感じる場所や宿泊

施設が少ない 

〇誘客コンテンツを提供す

る企業が少ない 

〇移住する人が少ない 

〇自治会活動が衰退（高齢

化などにより清掃活動や

ごみ出しが困難など） 

〇耕作放棄地（田畑・山）

が増え、荒廃している 

〇自然への関心が希薄化 

〇ファーストフード店やコ

ンビニが増加している 

 

〇自治会活動が衰退 

〇消防団の団員不足や高齢

化、必要性が認識されて

いない 

〇高齢者同士で支えあわな

くてはいけない状況 

〇災害への危機意識が低下

し、防災訓練の参加者が

少ない 

〇自治会活動が衰退 

〇地区の活動や祭りなど担

い手が減少している 

〇出て行った人（若者・退職

後）が帰ってこない 

〇未加入者が増加 

〇地区の交流行事が減少 

〇自治会活動に参加する時

間的余裕がなくなってる 

【行政】 
■テレワークへの取組 

■女性の雇用ニーズの把握

と誘致 

■働き方改革の機運醸成 

【行政】 
■イベントの PR・情報発信 

■くつろげる場づくり 

■活用しやすい交流の場・施

設づくり 

■若者の活動支援 

 

【行政】 
■広報動画、ポスター、キャ

ッチコピー等の企画・制作 

■体験型イベントの実施 

■市民と観光客との交流の

機会づくり 

■子どもサーフィン体験実

施 

【行政】 
■海岸清掃等の環境保全ボ

ランティアの企画・組織化 

■外で遊ぶ日の制定 

■自然の楽しさや危険性を

伝える講話開設 

■身近な公園の整備 

■ＳＤＧｓの普及啓発 

 

【行政】 
■啓発、防災講座の参加者増

の企画、避難訓練の実施時

間帯の検討 

■備蓄バックの各家庭配布 

■災害経験談等の講演会 

■被災を想定した講習会 
■消防団機能の見直し・強化 

【行政】 
■各地域の神社・仏閣等の資

料をまとめて残す 

■自治会の役割を理解して

もらうための情報提供 

■区と行政の役割やあり方

の検討や協議 

■区活動のメリットの提供 

【市民】 
■行政へのテレワーク推進

の働きかけ 

■民間による市民へのパソ

コン利用の働きかけ 

【市民】 
■イベントへの積極的参加 

■同窓会での帰省時割引イ

ベントの実施 

■オンライン同窓会の実施 

 

【市民】 
■地域の魅力を知る 

■イベント運営等への参加 

■SNSでの拡散（大人目線、

子供目線での作成） 

■行政の意図を理解したテ

ーマ性のある活動 

【市民】 
■環境保全や景観ボランテ

ィア等への積極的な参加 

■自然の中で遊ぼう企画 

■自然の楽しさを伝える 

■子どものゲームやスマホ

の使用時間を管理 

 

【市民】 
■避難訓練参加の義務化と

啓発動画を視聴 

■防災組織の設置とその稼

働、災害時の役割分担 

■消防団による講習会や勉

強会等の実施 

【市民】 
■地域の伝統文化を学び、将

来に残し、発信する 

■親子に地区の活動の紹介 

■時代に合わせた自治会の

運営方法（行事等）の検討 

■80歳以上は清掃活動免除 

自治会（区）への加入
者を増やし、地区（地
域）の活動へ参加する
子どもや若者を増やす 

自助・共助の意識を高
め、備蓄や避難路・場所
の確認をするなど、災害
に備える家庭を増やす 

市民が、地元の魅力を再
認識・再発見し、日向に
しかない魅力の情報発
信を強化する 

若者同士が交流する機
会を増やすため、若者自
ら交流できるイベント
や場所などをつくる 

女性が、生き生きと仕事
をしやすい環境を作る

ために、家事や育児等の
負担を軽減する 

子ども達が、自然の中で

遊ぶ場所や方法を学び
（知る）、郷土の自然へ
の興味関心を高める 

※第１回ＷＳの

意見を基に設定 
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■今回の 

最重要課題 

 


